
マイクロ流体デバイス

マイクロ流体デバイスにおいて、液体に加わる重力や圧力によっ
て流体が駆動（送液）し、流路内の空気を排出するエアベントを
設ける構造のマイクロ流路です。

セールスポイント・想定するライセンシー像

★デバイス構成が単純であるため、本技術を適用することも比較的容易です。
★エアベントは、毛細管現象による流体駆動等でも効果が期待できます。
★ライセンシー像：理化学分析機器（化学・生物・環境）、医療分析機器のメーカー等
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発明の効果

★マイクロ流路の終端部まで液体が進行しない（ 又は充填されない）ことよって、必要な
分析や必要な精度が得られないことの発生を従来よりも防止できます。

★分析機器の小型化・簡便化・コスト削減に役立ち、かつ、微量試料による分析に適合す
るマイクロ流体デバイスを提供できます。

発明の概略

★簡易な流体駆動手段と、流体駆動の開始停止の簡易な手段を提案します。

マイクロ流体デバイスにおいて、簡易な流体駆動手段や、
流体駆動の開始・停止の簡易な手段に関する技術です。

○液溜め部の液体に加わる圧力と重力によって流体が駆動
（送液）されるマイクロ流路です。

○空気排出のためのエアベントを下流部に設け、液体は通
過しないような形状・寸法・粗さとする流路です。

○エアベント下流側の気体排出口を開閉することによって、
流体駆動の開始や停止を制御します。
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